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１． 砂漠環境で生育しているH. muticusの菌相 
 エジプト南部の砂漠地域において自生する H. muticus の周辺土壌、植物体表面、植物体内から約








が培養８日後でも鮮明な高感受性の 17 菌株（タイプＩ）、 (ii) 増殖抑制ゾーンを取り囲む褐色サー
クルが形成され、増殖抑制ゾーン内で菌が増殖を再開した 22 菌株（タイプ II）、および (iii) 褐色
サークルが形成されず、増殖抑制ゾーン内で菌が増殖を再開した 1 菌株（タイプ III）である。タイ
プ II とタイプ III 菌株においては、増殖抑制ゾーンのヒヨスチアミンは消失していた。そこで、
代表的な 2菌種 Penicillium purpurogenum （タイプ II）と Cunninghamella elegans （タイプ III）
を用いてヒヨスチアミンの変化を調べた。その結果、これらの 2菌はともにヒヨスチアミンを、抗菌
活性の低い別のアルカロイドに変換する能力を持つことがわかった。すなわち、タイプ II および III
































はCladosporium herbarumおよびChoanephora cucurbitarumで、前者による病害をEgiptian henbane 
leaf spot（エジプトヘンベン斑点病）と命名した。 後者については、Egiptian henbane floral rot 
diseaseという病名を提案した。 
 
 以上のように、本研究は、H. muticusの主要二次代謝物であるトロパンアルカロイドの抗菌作用を
初めて明確にしただけでなく、これまでまったく知られていなかったH. muticus内生菌の抗菌物質生
産、内生酵母の存在、およびH. muticusの新病害を明らかにしている。これらの研究成果は、植物と
微生物の相互作用の解明に寄与する新知見であり、博士(農学)の学位を与えるに十分な価値を有すると
判断した。 
  
 
